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磯
本
　
私
は
慣
れ
親
し
ん
だ
ま
ち
で
働
き
た
い
と

考
え
て
い
た
の
で
、
最
初
か
ら
佐
世
保
で
就
職

先
を
探
し
ま
し
た
。

末
富
　
私
も
同
じ
で
す
。
進
学
す
る
際
、
県
外
の

学
校
説
明
会
に
行
き
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
佐

世
保
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

永
尾
　
私
も
で
す
。
地
元
に
い
る
と
な
ん
か
ホ
ッ

と
す
る
ん
で
す
よ
ね
。

磯
本
　
仲
の
良
い
友
達
が
地
元
に
い
る
こ
と
も
大

き
い
で
す
ね
。
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
で
他
県
と
の

往
来
が
難
し
く
な
り
、
改
め
て
地
元
の
友
達
の

存
在
を
大
き
く
感
じ
て
い
ま
す
。

末
富
　
県
外
で
就
職
し
た
友
達
か
ら
も「
佐
世
保

に
帰
り
た
い
」と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
住
み
慣
れ
た
ま
ち
が
一
番
過
ご
し
や

す
い
の
か
な
っ
て
思
い
ま
す
ね
。

辻
　
私
は
家
族
の
存
在
も
大
き
い
で
す
。
仕
事
か

ら
疲
れ
て
帰
っ
て
き
た
時
に
家
族
が
い
る
と
す

ご
く
気
持
ち
が
和
ら
ぎ
ま
す
。
県
外
で
の
生
活

も
魅
力
的
で
す
が
、
今
振
り
返
る
と
改
め
て
佐

世
保
で
就
職
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

磯
本
　
高
校
2
年
生
の
時
、
ど
ん
な
仕
事
を
し
た

い
か
を
考
え
始
め
ま
し
た
。
最
初
は
行
き
た
い

会
社
が
決
ま
ら
ず
焦
り
ま
し
た
が
、
先
輩
方
の

就
職
レ
ポ
ー
ト
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
い
ろ
い
ろ

考
え
ま
し
た
ね
。

末
富
　
私
は
中
学
生
の
頃
か
ら
保
育
所
か
幼
稚
園

で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
就

職
活
動
と
な
る
と
、
ど
こ
の
施
設（
会
社
）に

行
こ
う
か
悩
み
ま
し
た
ね
。

辻
　
分
か
り
ま
す
。
私
も
い
ろ
ん
な
病
院
の
求
人

を
見
て
悩
み
ま
し
た
。

永
尾
　
皆
さ
ん
と
て
も
悩
ま
れ
て
い
た
ん
で
す

ね
。
私
は
高
校
時
代
に
今
勤
め
て
い
る
会
社
に

工
場
見
学
で
訪
れ
、「
こ
の
会
社
で
働
き
た
い
」

と
決
め
て
い
ま
し
た
。

末
富
　
す
ご
い
で
す
ね
。
そ
う
い
え
ば
私
も
今
勤

め
て
い
る
幼
稚
園
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
か
な
。

辻
　
私
も
今
勤
め
て
い
る
病
院
に
実
習
で
訪
れ
た

時
、
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
が
と
て
も
素

敵
な
人
で
、
同
じ
職
場
で
働
き
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

末
富
　
実
際
の
現
場
で
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
そ

の
業
界
や
会
社
を
深
く
理
解
で
き
る
の
で
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
企
業
説
明
会
な
ど
に
は
積

極
的
に
参
加
し
た
方
が
い
い
で
す
ね
。

磯
本
　
他
に
は
学
校
の
先
生
に
も
よ
く
相
談
し
て

い
ま
し
た
。
面
接
の
練
習
に
何
度
も
付
き
合
っ

て
い
た
だ
き
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
ね
。

永
尾
　
私
も
当
時
、
敬
語
の
話
し
方
な
ど
社
会
人

と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
教
わ
り
、
苦
労
も
し
ま
し

た
が
、
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

末
富
　
こ
れ
か
ら
就
職
を
迎
え
る
皆
さ
ん
は
期
待

と
不
安
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
ろ
ん
な
可

能
性
が
広
が
っ
て
い
く
と
思
う
の
で
、
自
分
の

気
持
ち
や
考
え
を
大
事
に
し
て
就
職
を
考
え
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

（
取
材
日
　
7
月
4
日
）

就
職
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
当
時
は

ど
ん
な
様
子
で
し
た
か
？

※取材時は感染症対策を徹底した上で写真撮影の時だけマスクを外しています。

九州テン

永尾  大河  さん
製造

佐世保市総合医療センター

辻  ひとみ  さん
医療

06

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
生
活
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
今
、

地
方
で
の
働
き
方
や
暮
ら
し
方
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
市
内
の
高
校
や
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業
し
、
就
職
先
と
し
て
地
元
の

企
業
を
選
ん
だ
4
人
の
20
代
の
皆
さ
ん
に
、
地
元
の
企
業
を
選
ん
だ
理
由
や
佐
世
保
で
の
暮

ら
し
な
ど
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。就
職
先
と
し
て
の
佐
世
保
に
は
ど
ん
な
魅
力
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
若
い
皆
さ
ん
の
視
点
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

佐
世
保
で

「
働
く  
」×「
暮
ら
す  

」

特
集  

佐
世
保
の
企
業
で
働
く
皆
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た

永
尾
　
佐
世
保
は
と
て
も
住
み
や
す
く
て
大
好
き

で
す
。
気
候
が
穏
や
か
で
、
海
や
山
に
囲
ま
れ

て
自
然
も
豊
か
、
街
中
も
程
よ
く
に
ぎ
わ
っ
て

い
て
暮
ら
し
や
す
い
で
す
ね
。

磯
本
　
ほ
ん
と
、
佐
世
保
は
住
み
や
す
い
ま
ち
で

す
よ
ね
。
私
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
ず
っ
と
住
ん

で
い
る
の
で
、
何
を
す
る
に
も
安
心
し
て
生
活

で
き
ま
す
。

末
富
　
水
族
館
や
動
植
物
園
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
な
ど
、
親
子
で
楽
し
め

る
場
所
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
ね
。

辻
　
そ
う
で
す
ね
。
私
は
展
海
峰
や
神
崎
鼻
公
園

な
ど
で
、
美
し
い
自
然
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

磯
本
　
社
会
人
に
な
っ
て
車
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
学
生
時
代
よ
り
も
い
ろ
ん
な
場
所
に
行
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

末
富
　
そ
れ
に
昔
は
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
に
も

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
新
し
い
発
見
も
あ

り
ま
す
。
私
は
幼
稚
園
に
勤
め
て
い
る
の
で
、

子
ど
も
や
保
護
者
の
視
点
で
い
ろ
ん
な
も
の
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

永
尾
　
あ
と
は
食
べ
物
が
新
鮮
で
お
い
し
い
。
特
に

私
は
魚
が
大
好
き
で
、
休
日
に
は
よ
く
市
場
に
行

き
、
自
分
で
魚
を
買
っ
て
さ
ば
い
て
い
ま
す
。

磯
本
　
す
ご
い
で
す
ね
。
佐
世
保
と
い
え
ば
佐

世
保
バ
ー
ガ
ー
も
あ
り
ま
す
し
、
最
近
で
は
お

し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
も
増
え
て
き
て
、
街
中
も
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

辻
　
他
に
も
佐
世
保
は
市
内
に
た
く
さ
ん
の
病
院

が
あ
り
、
医
療
も
充
実
し
て
い
る
の
で
、
年
齢

を
重
ね
て
も
安
心
し
て
過
ご
せ
ま
す
。

永
尾
　
こ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、
佐
世
保
は

暮
ら
し
に
必
要
な
も
の
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

ま
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
暮
ら
し
や
す
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
　

辻
　
都
会
へ
の
憧
れ
は
あ
り
ま
し
た
ね
。
一
時
は

県
外
に
出
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
が
、
希
望
す

る
具
体
的
な
病
院
も
な
く
、
地
元
で
も
最
先
端

の
医
療
に
携
わ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、

佐
世
保
で
働
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

県
外
で
の
就
職
を
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま

し
た
か
？

佐
世
保
で
の
暮
ら
し
は
ど
う
で
す
か
？

九州文化学園幼稚園

末富  春菜  さん
教育

九州ひぜん信用金庫

磯本　梨紗  さん
金融

ON

OFF
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教える楽しさを仕事に
　「子どもたちの成長が私の原動力です」と話すのは、九

州文化学園幼稚園に勤める末富さん。

　4歳からバトントワリングを始め、中学時代、後輩の子

どもたちに教えることが楽しかったことや、子どもたちが

元気に成長する姿に喜びを感じたことがあり、次第に将来

は子どもに携わる仕事をしたいと考えるようになりました。

　夢の実現に向けて長崎短期大学に進学し、保育学科と専

攻科で高い専門知識を学んだ末富さんは、「県外に出るよ

りも佐世保で安心した暮らしをしながら仕事をしたい」と

考え、生まれ育った地元での就職を目指すことにしました。

　元々は保育所への就職を考えていた末富さん。幼稚園を

選んだきっかけを尋ねると、「インターンシップで九州文

化学園幼稚園を訪れ、幼稚園もやりがいがあると思いまし

た。実際に現場で経験してみないと分からないこともたく

さんあるので、インターンシップをしてよかったと思いま

す」と当時を振り返ります。

　現在は年少組を受け持ち、園内では「先生、見て見て～」

と子どもたちの元気な声が響き渡ります。末富さんは「子

どもたちから名前を呼ばれたり、『先生大好き』と言って

もらったりして、子どもたちの特別な存在になれたと感じ

た時はとてもうれしいですね」と笑顔で話します。

　実際に働き始め、子どもたちの個性や成長のスピードの

違いを実感した末富さんは、「子どもたちの感性や『なん

で？』と疑問に思う気持ちを尊重し、一緒に考えるように

しています。特に年少組は人間形成や生活習慣の基礎をつ

くる大切な時期なので、丁寧に教えることを心掛けていま

す」と子どもの教育に対する思いを話します。

　また、外国の子どもたちも通う同幼稚園。現在の目標

について尋ねると、「子どもたちは遊びを通してコミュニ

ケーションを取り合いますが、私はそうもいきません。子

どもたちが楽しく過ごせるように、また、保護者の皆さん

にもしっかりと子どもの成長を伝えられるように、英語の

勉強に励んでいます」とのことでした。

子どもたちと共に自分自身も成長を
　休日は友達と過ごす機会が多い末富さん。一昨年には高

校時代から憧れていた YOSAKOI チーム「一
いつきいちゆう
喜一遊」に参

加し、チームの一員として YOSAKOI させぼ祭りを盛り

上げるなど、プライベートの時間も充実しています。

　「働き始めてから子どもや保護者と同じ視点で物事を見

るようになり、学生時代よりも視野が広がりました」と自

身も心境の変化を感じており、「これからも佐世保での暮

らしを楽しみながら、子どもたちの成長を見守り、私自身

も成長していきたいです」と笑顔で話してくれました。

（取材日　6月 24日）

大好きな地元で
　大好きな子どもの成長を見守りたい
認定こども園  九州文化学園幼稚園

幼稚園教諭　　末富　春菜  さん

　佐世保商業高校を卒業後、長崎短期大学（保育学科・保育
専攻／専攻科・保育専攻）に進学。現在は、認定こども園九
州文化学園幼稚園に勤務し、日々子どもたちの成長を感じ、
楽しみながら毎日を過ごしています。

入社 2年目

園児と遊ぶ末富さん バトントワリングチームの皆さん 「一喜一遊」の衣装を着た末富さんと
チームの皆さん

ON OFF×
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これまで学んだ知識を生かし、長所を生かせる仕事に
　「自分の持つ力を発揮でき、長所を生かせる仕事を選び

ました」と話すのは、九州ひぜん信用金庫に勤める磯本さ

ん。

　子どもの頃から祖父が営む商店によく足を運び、お客さ

んとの会話を楽しむ祖父の姿を見て育った磯本さんは、人

と話すことが大好きです。祖父の影響もあり、高校では流

通の体系や起業などの流通ビジネスを学び、同時にさまざ

まな資格取得にも励んでいました。

　高校 2年生の時、「私はこれから何の仕事がしたいの

だろう」と真剣に自身の将来を考えるようになった磯本さ

ん。進路指導の先生に相談したり、先輩たちが残した就職

レポートに目を通したりする中、周りの友達が進路を決め

ていく姿に焦りを感じていたそうです。

　「慣れないまちで不安を抱えながら生活するよりも、慣

れ親しんだまちで安心して生活したい」と決めていた磯本

さんは、ある時、祖父が営む商店の取引先である信用金庫

の存在を知り、金融業に興味を持つようになりました。一

時はサービス業なども考えていた磯本さんですが、「これ

まで学んだ知識や資格を生かし、長所である社交性を生か

せる仕事がしたい」と思い、地域とのつながりが深く、身

近な存在だった同信用金庫への入社意欲が高まり、就職を

目指すようになりました。

お客さまに頼られる存在に
　「いらっしゃいませ」。元気な声と明るい笑顔でお客さん

と接する磯本さんは、信用金庫の顔として預貯金の管理や

公共料金の支払いなどの窓口業務を行っており、「働き始

めてお金の大切さや金融機関の役割を改めて認識しまし

た」と現在の心境を語ります。　

　本島支店に異動したのはことし 4月。以前勤めていた

支店のお客さんが本島支店に来店され、窓口で声を掛けら

れたそうで、「お客さまに顔や名前を覚えていただけると

うれしいですね。社会人になり、人と接する機会が増える

中で、地元の人の温かさを実感しています」とやりがいを

笑顔で話します。

　モチベーションを高めるため、休日は友達とドライブに

出掛けたり、おしゃれなカフェで食事をしたりして楽しん

でいる磯本さん。「地元で就職したので、高校時代の友達

といつでも気軽に会えるのはうれしいですね。コロナ禍で

他県との往来が難しくなった今、改めて友達の存在の大き

さを感じています」と地元暮らしの良さを話します。

　これからの目標について尋ねると、「お客さまに頼られ

る人になりたいですね。まだまだ知らないことがたくさん

あるので、いろいろ学び、地域の皆さんのお役に立てるよ

うに頑張ります」と意気込みを話してくれました。

（取材日　6月 23日）

笑顔でお客さんと接する磯本さん

慣れ親しんだまちで
　自身の長所を生かして働きたい
九州ひぜん信用金庫  本島支店

預金担当　　磯本　梨紗  さん

　佐世保商業高校（旧総合ビジネス科）を卒業後、九州ひぜん
信用金庫に就職。4月からは 2店舗目となる本島支店で窓口
業務を勤め、新しい仕事を覚えながら笑顔でお客さんと接し
ています。

入社 2年目

磯本さんと祖父の中島さん 友達とドライブを楽しむ磯本さん

ON OFF×
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特集に関する問い合わせ　商工労働課　☎ 24-1111

探求心からものづくりへの興味へ
　「佐世保が大好きで、ずっとこのまちで暮らしたい」と

力強く話すのは、九州テンに勤める永尾さん。

　幼少の頃から探求心が強く、いろいろな物を手に取り、

どんな仕組みになっているのかを分解したり組み立てた

りして楽しんでいた永尾さん。ものづくりに対する興味は

年々高まり、佐世保工業高校に進学しました。高校では電

気製品などに組み込まれる電子回路の基礎やテレビ・電話

などの通信関係、コンピューターの仕組みなどを学ぶ一方

で、部活動では毎日柔道の練習に明け暮れ、熱くて濃い青

春時代を過ごしました。

　以前から高校卒業後は大好きな佐世保で働きたいと考

えていた永尾さん。「高校 2年生の時に工場見学で同社を

訪れ、直感的にこの会社で働きたいと思いました。就職先

に迷いはありませんでしたが、いざ就職活動が始まると、

慣れない敬語の使い方にとても苦労しましたね。先生と何

度も面接の練習を重ね、社会人としてのマナーを教えてい

ただきました」と当時を振り返ります。

　念願の同社に就職し、現在は部品の調達や納期の調整な

どに励む永尾さん。「初めは購買部と聞いて驚きましたが、

部品の調達は『製造業の要』であり、会社の損益に大きな影

響を及ぼします。1円でも安くて良い物を必要な時期に仕

入れて、会社に貢献したいですね」と意気込みを語ります。

　入社 5年目を迎え、職場では安心して仕事を任される

ようになり、「社会人になって何事に対しても責任感が強

くなりました」と自身の意識の変化を感じる永尾さん。「社

会に出る前は不安でしたが、経験豊富な先輩たちに支えら

れ、毎日楽しく仕事をしています。これから就職される皆

さんも自分のやりたいことに向かって真っすぐに突き進

んでほしいですね」と後輩たちに熱いメッセージを送りま

す。

大好きなまちで充実した毎日を
　「住むなら佐世保が一番」と断言する永尾さん。県外へ

旅行に行っても、佐世保に帰ってきた時が一番安心する、

そんな大好きな佐世保の魅力について尋ねると、「佐世保

は気候が穏やかで、海や山に囲まれて自然も豊か、街中も

程よくにぎわっていて暮らしやすい。ずっとこのまちで暮

らしたいですね」と地元の魅力を話します。

　特に「食」に関しては、自ら魚をさばくほど大の魚好き

で、休日には市場へ足を運び、旬の魚を見て回っては店員

さんから魚のさばき方やおいしい食べ方などを教わって

いるそうです。最後に永尾さんは「大好きなまちで大好き

なことをして毎日の生活を楽しんでいきたいです」と笑顔

で話してくれました。

（取材日　6月 29日）

強い地元愛を胸に
　自分の「好き」を仕事にしたい
株式会社  九州テン

購買部　　永尾　大河  さん

　佐世保工業高校（電子工学科）を卒業後、株式会社九州テン
に就職。現在は製品の生産に必要な部品の調達や納期の調整
などを行う「購買部」に所属し、製造業の要として日々充実し
た毎日を過ごしています。

入社 5年目

会社で業務に従事する永尾さん 高校生を対象とした工場見学 魚をさばく永尾さん
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人体への興味とドクターヘリの医療スタッフに憧れて
　「看護師として地元の皆さんの生活を支えたい」と話す

のは、佐世保市総合医療センターに勤める辻さん。

　中学時代、授業で体内の働きを学び、医療に興味を持ち

始めた辻さん。同時期に校内へ駆け付けたドクターヘリや

その場で働く医療スタッフに目を奪われ、看護師に憧れを

抱くようになりました。一方で、農家だった祖父の影響で

畜産の道にも進みたいと考えていた辻さん。どちらにも興

味があり、真剣に悩んだ結果、「今しかできない仕事をし

たい」と出した答えは「看護師」でした。「畜産の道ではな

く看護の道に進むと決めたからには、絶対に看護師になっ

てやる」。強い気持ちを胸に入学した看護専門学校では、

勉強と実習でめまぐるしい毎日でしたが、「同期に恵まれ、

とても充実した毎日でした」と当時を振り返ります。

　当時は都会に憧れ、県外での就職を考えていた辻さんで

すが、専門学校時代に同医療センターに実習で訪れた際、

指導を受けた先輩と出会ったことで、その考えは一変。先

輩の働く姿に憧れ、将来一緒に働くことを目標に、同医療

センターへの就職を目指すようになりました。

　実習を通じてさまざまな経験を積んだ辻さんは、専門学

校の戴帽式で、「未熟な私たちを温かく見守ってくれる方

への感謝の気持ちを忘れずに、看護師の道を歩んでいきま

す」と誓いを立て、現在同医療センターで働いています。

患者さんとの信頼関係を築けるように
　働き始めたある日、辻さんは専門学校時代に実習で受け

持った患者さんと再会し、後日励ましのお便りをいただ

いたそうです。「今の私がいるのは当時の患者さんのおか

げ。学生で不慣れな私を受け入れてくださった気持ちを裏

切れない」という思いが強く、その思いは今の原動力にも

なっています。

　さまざまな事情で、毎日多くの人が出入りする医療セン

ターでは、時に辛い場面に遭遇することも。それでも辻さ

んは、「患者さんの一番身近な存在だからこそ、看護師に

はいろいろな力が求められます。命を守るため、患者さん

に厳しく接しなくてはならない場面もありますが、お互い

に信頼関係を築けた時にはやりがいを感じますね」と笑顔

で話します。

　日々命の最前線に立ち、疲れた辻さんの心を癒やすの

は、家族からの「おかえりなさい」の一言。「家族の存在は

かけがえのない大きいものですね」と地元だからこそでき

る良さを話します。

　休日は家でヒマワリを育てたり、近くの公園で夕日を眺

めたりして気持ちを高めている辻さん。「これからも患者

さん一人一人に寄り添い、信頼される看護師を目指して頑

張ります」と意気込みを話してくれました。

（取材日　6月 25日）

憧れの先輩の背中を追いかけて
　信頼される看護師を目指したい
地方独立行政法人  佐世保市総合医療センター

看護師　　辻　ひとみ  さん

　清峰高校（人間コミュニケーション系列）を卒業後、佐世保
市立看護専門学校に進学。現在は佐世保市総合医療センター
（消化器内科）に看護師として勤務し、最先端の医療に携わり
ながら、患者さん一人一人に寄り添った看護をしています。

入社 2年目

血圧を測定する辻さん 看護専門学校時代の辻さんと同期の皆さん お気に入りの「神崎鼻公園」の夕日
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